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す
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を
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。
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に
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に
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摘
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；
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.
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あ
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ô- 

o. ̂T
ra

^
c
,,  an:  Exatxll'n

atfo
n

 

of....thc  

E
x
ce

p
tio

n
s

'''to

 

w
h
ich

 

th
ese,  

h
 
P.
T
5*
o
ius;  are  

i  
a
b
fr:  

an
d

 a

 

co
m

p
a
ra

tk
e

 

statem
en

t'  o
f.  th

?

 

E
ffe

cts:  

w
h
icii  

R
e
strictio

n
s  

IJ
fh

p
o

rta
tio

n
a

n
d

F
re

e

 

In
te

rco
u
rse

 

a
re

 ca
lcu

la
te

d

 to

 p
ro

d
u
ce

 u
p
o
n

 su
b
siste

n
ce

,  

A
g

ria
ll

r'-t

リ

ネ

f

,1
V

'ォ
' 
も 

一，；！：

H

月
の
：_

低
廉
な
る
穀
物
傯
格
の
一
資
，潘
利
ハ
胸
に
へ
及
：

_

す
：影
：響
，を

'
論
ず
。

」

：

1
1
十一

卷

(
一

六九)

.
邦_

リ
ヵ
ア
ド
ナ
旗
論
解
題 

®
S

.

一
て



擊
一

卷

(

I
s

)  

l

m

題 

•

1

 

§

H

の
不
可
を
撒
明
し
、併
せ
て

Z

.
ナ
ホ
氏
の
近
業

『

地
代
の
本
，質

：

ど
進
.
步』

及
び

『

殺
物 

歌
入
制
限
政

.
策
の
：論
據

』

I

 
す」(A

n

 

E
l
 

o
n

 

th
e

 

M
ic

e

 

o
f  a

 

L
，
w

 

F
I
 
of co

rn

 

§
 th

e

 

P
I
 

o
f.sto

ck
v

 

s
h

e
l  

th
e  

I
n

l
d

f
l

 

o
f  

R

l

l
s
 

§ I
l

r
t

l
.

:  

I

 

f

 
f

 
o
n 

M
r.  

M
a

lf

 

t
w

o
f

 
p

l

f
 s

v

l

l

f
 

f

 s
c
 

f

 

re

 

I

 p
r

o
is

 
o
f :
s
 

チ 
I

 T
h

e

 

G
r

i
s

 
o
r 

an

 

o
l
o
n 

o
n

 

th
e

 

0̂

0̂
 ̂

c
o

m
o

を
著
し
た
。

;
M
,
リ
タ
ア
ド
ォ
は

 
>
:

ス
:!
:
ト
、ト

レ

ン

，ス
兩
：家

の

著

：作

從

、己

れ

の

小

册

子

公

刊

の

後

始

め

て

之

を

 ̂

^
 

 ̂

 ̂

.
o 

f

 
• 

^
 

マ

ダ
ナ

ス
I

充

分

說

を

戰

は

し

た

上

で 

' :
镇

《

.
■た

の

で

あ

る
0

ジ

カ

ア

ド

オ

の

書

簡
.
集
を
：岸

る

ミ

、彼.
i

ル
サ
..ス

ど

は

て
 

一
S

ド
こ 

产

」

入

っ

て

通

貨

及

び

外

國(

爲

替

な

る「

舊.
：間
題」
か
&

轉
じ
'
て

榖

物

關

稅

.0
影

饗

を

主

題
5

し
て

論 

'

::
:

句
し
：た
。

此
.
輪
#

は
於
て
リ
カ

.

ア
ド
ォ
が
反
傑
丰
張
し
た
の

.

は
、利
牌
を
决
定
す
る
も
の
は
貨 

.

銀
月
ち
食

._
物
の
.
靡
不

」

«

た
ミ
い
ふ
事
で
あ

.
る
。
:
農
業
上
の
改
珠
又
は
外
國

it
穀

物

の

輸

，入
行 

;

: ;
れ

ぎ

る

限

り

、食
物
、延
：
い..
て

賃

銀

は

騰

貴

し

て

利

潤

は

滅
.
少

す

る

。(

而

し
T

.

一
 

般

利

潤

率

を

犮 

;:
:
;:
:
右
；す

る

：も

の

は

、農

業

資
：：

本
.
に

對

す

る
'
利

潤

，
だ

士

ぃi

の
が
ダ
力
ア
ド

I

意
見
で
あ
る
。
楚 

l

f

し

一

農
射
承
_

绎
は
：他
の

=
產
業

0
:

利_

_

を
：
£;
有
す
々
が
、他

0
'

康
：_

0
:

利
爾
_

免
'農
業

利
澗
率
を
左
右
す

.
る
。

成
：程
食
物
の
低
廉
は
利
脸
騰
貴
ン
の

M

因
：で
は
今
る
ギ
旅
因
は
猶
此
以

外
に
む
あ
る
。
例
へ
ば

'新.
，市

©

發
.
見
せ
.
6
れ
て
、舊
ょ
り
も
大
な
る
外
圆
货
物

it
を
國
虛
貨
吻

交
換
獲

#

す
名

‘こ
S

が
出
來
れ
ば
、利

ff
l

は
騰
貴

U
、利
子
も
騰
费
す
る
、ざ
い
ふ
の
が
マ
ル
サ

「

ス
の
靡
见
で
あ
つ
た

(L
e

tte
rs  

t
p

.H
M
I

i?
=

p
.  

u
.)

。

-.. 

. 

■ 

■ 
•

:

':
r t、

か
す
ス

.

ぐJ.

議
論
：往
復
：を

ll
i

ね
；て

'
ゐ
る
中
に
リ
.为
ア
ド
ォ
の
自
說
に
對
ず
る
磘
信
は
愈
々

堅
き
，を
加

.
へ
た

.:
0

彼
れ

Q

へ
マ
ル
サ

' 
ス
宛
書
简
の
今

n
r

保
存
せ
ら
る
、
も

Q

、
^

、：|:
八
,'1:

四
布 

六
月
ニ
十
六

H

附
の
，も
の
か

£

翌
年

f
.

月
十

|
ニ
日
附
の
も
の
に
至
る
八

«

、赀
な

Ir
i
]J

問
題
を 

論
じ
、间

j

®

見
を
繰
返
し
生
張
し
で
屈
る

C 

'其
中
は
彼
れ
は
資
本

0 .
:
蓄
»

が
利
_
の
下
落
を 

來
/2
す
に
度
る
徑
路
を
次
の
如
ぐ
述
、ベて

0
る
C
ベ

日
ぐ

〖

旅
產
物

(

農
康
物

)

0
ff
l
格
騰
貴
は
漸
次 

の
資
.
本
觜
職

0

爲
め
は

^

じ
#

る
。：
而
し
て
資
本
の
蓄
職

«
:

、勞
働
に
：
對

す

洚

新

需

要

を

造

ん 

出
す

')

ビ
に
依

?

人.
ロ
に
刺
戟
を

.
與

2

い
て
劣
等
地
の
耕
作
、又
は
改
鼓
を
促
進
す
る
で 

あ
ら

5

0
併
し
此

w
t
r

利
澗
を
滕
貴
せ
し
め
な
い
で
下
降
せ
し
め
る

.
で
あ
ら
ぅ

P

祭
何
と
な 

れ
ば
啻
に
貨
銀
率
が
ハ
騰
與
す
る

0 .
み
で
な
ぐ
、ょ
り
多
ぐ
の
勞
働
者
が

»

傭
せ
ら
れ
て

.
、̂

に
«
 

例
す
る
原
産
物
收
襁

0:
與

へ

ら

こ

ごレが
な
い
：か

)

ら
で
あ

' る
」。：：；；「

資

本©

蒂
«
«
利
潤
を
下 

第一一

十一

卷

(

ー七
4)

邦
關
リ
ヵ
ァ
ド
女
旅
論
解
职
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猫
t
s
 

三
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第11

號 

三
-

降
せ
し
む
る
傾
向
を
有
？

，何
故
ぞ
。

"
蓄
猜
は
必
ず
食
：物
獲

#

の
画
_

僧_

を
#.

ふ
f

 

P

あ.
名
。
侃

[0
農
業

^

0

改
设
の
是
に
伴
ふ

.̂

き
は
、此
限
レ
で
な

L

あ
我
じ
資
本
：

Q
T

蓄
1¥ 

に
述
れ
て
、新

'な

る

肥

沃

，の

串

地
^

此
鳥
國
に
附
け
加

-s.
w

こ

ノ
レが
敗
來
れ

.
ば
、利
：潤
は
終
に
下

降
す
：

る
こ
匕

が
な
い
だ

 

& 

ミ
#P;' 
4
:0
0, 

つ

.；
；：.：  

' 

「

■
■;
: 

.,+

右

段

拔

抄

の

喾

備

中

に

、®.

々

は

細
.
に
»

力

ァ

ド

オ
.
0
分
配
：；顧

：論

^

體

の

前

芽

を

認

め

る

こ 

K

が
出
來
る
。

:

而
u

T
此
の
ヅ
ヵ

r

ド
ォ
：
の

學

說

は

、第

^

に
人
口

M

則
の
承
認
を
前
提
ミ
し 

て
居
る
。

「

勞
働
に

.

對
す
る
新
雷
要

j
延
，い
て
賃
龈
の
騰
貴
は

「

人
ロ
に
刺
戟
を
與
へ

」

石
。.
而
し
て 

此
の
僧
加
し
た
人
ロ
を
發
ふ
爲
め
の
土
地

' 
の.
食
物
廣
出
カ
は
何
ぅ
で
あ
る
か
。

リ
ヵ
ア
ド
ォ 

S

 

土
地
收
權
遞
減
の
法
則
を
常
然
の
理

.
と
し
で
承
認
し
て
居
る
。

‘
農
耕
上
の
改

.
鼓
^
亍
ゆ 

る
か
外
國
產
穀
物
が
輸
入
さ
れ
る
か
し
な
け
れ
ば
、

#

物
の
價
袼
は

.
人
口
增
加
に
述
れ
て

&

t

 

騰
貴
す
る

 
>
 

'そ
の
騰
貴
裳
る

0

は
、地
.味
劣
等
の
土
地
を
耕
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
ぅ
に
な
る 

か
ら
で
办

 

'る
？

地
味
劣
等

0

土.
地
を
耕
氛
な
け
れ
ば
な

&
 

S:
い

の
，は
、®
#
の
土
地
に
単
ね
て 

K

本
を
投
じ
て
も

*
生

it
物
が
雄
例
的
に
僧
加

せ
众
か
ら
で

*

4
0

此
外
に

.

ソ
力
ア
ド
-ォ
は
、肌

».

に
：茛
つ

名
：は
居

&.

ぬ
：
が
、
利

潤

—

平

均

の

。
法

則

：を

^

分

配
a

論

の
鍵
に
し
て
居
る
。
即
ち
彼
れ
が
農
業
資
本
の
利
飼
が
：爾
餘
ー
切

0

利
潤
■率
を
友
右
す
る
ざ 

言
つ
た
の

は
、即

ち
右
の
平
均
法
則
を
認

め
る
も
の
に
外
な

ら
ぬ
？

何
，故

農

業

利

P)
申

が

他

の 

利
_
率
を
左
右
す
る
か
ざ

い

へ
ば
、そ
れ
は

此

心
兩
胄
の

間
に

®

し
い

K

ff
i

の
華
が
あ
る
場
合
、

資
本
が
利
潤
率
の
低
.い
處
か
ら
其
の 

5
,
外

に
は
解
せ
ら
れ

ぬ
。

さ

て
te
に 

す

れ
ば
、
in
j

じ
農
業
資

■本
の
利
潤
は
、そ 

ね
ば
な
ら

ぬ
.は
、勿
論
の
事

で
み
る

。
■ 

加
は
多
等
地
の

耕
作
を

^
し
、劣
等

地 

し
め
、而

し

て

農

業

利

'
潤

维

は

土

地

の 

<
、肥
沃
地
を

耕
す

も
の

\
始

め
の
利 

成

3
>
又

：

誰
れ
の
收
得
に
歸
す
る
か
の 

ァ
ド
ォ
の
日
ぐ

r
 
:
地
代
は
常
に
利 

合

に
も
、
富
の
創
造

で
は
な
い
。
そ

れ 

:

必
然
資
本
利

«

の
負
擔
に
於
て
享

高
い
處
に
移
動
し
て
之
を
平
均
せ
し
め
る
か
ら
だ

t r

よ 

農
業

5

爾
餘
產
業
ふ

の
間
に
利
潤
率
の
平
均
が
あ
る
ぐ

」 

の
耕
す
土
地
の
肥
瘠
如
何
を
問
ぬ
ず
し
て
均

.j

に.
歸
せ 

然
る
に

♦
、»
本

の

蓄
積

は

人
ロ
增
加

を
刺

戟
し
、人
ロ
墙 

の
耕
作
即
ぢ
食

.
料
生
産

.
の
困
雛
：僧
進
は
利
潤
を
下
落
せ 

肥

瘠

如

何

に

拘

ら

す

.均

1.' 
で
な
け
れ
ば
な

S'
:
ぬ

y」

す
る 

潤
ど
新
な
る
低
率
の

‘
利
潤

S

の
差
額

-l
i

^

し
て
何
を

* 

疑
問
が
起
る
。

こ
れ
が
地
代
ど
な
る
の
で
あ
る
。
リ
力 

潤

か

ら

差

引

か

れ

た

も

の

；
で
あ
る」「

地
代
，は

如

何
V -

る
‘
場 

は
常
に
~脒

に

造
h

出
さ
れ
た
富
の

' 
一-
部
分
で
あ
つ
て
，：

.S-
せ
，ら
る

、
-

も

0.
.
で
あ
一
る

.

」

ど
.
.

.Letters: trr Malthus. 

f
>
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A
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o
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三
四 

即
ち

リ
力

ァ
ド
ォ
に

從

へ

ば
、地
代
は
利
潤
の
下
落
に

因
て

生
じ

■た
.罅
隙
.を

占
め
、
利

筒

の
下
落 

S

共
に
益
々
典
の
舊
範
圍
を
貢
食
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
故
に
利
潤
論
は
^

代
論
を
俟
た 

な
ぐ
，
て
は
完
全
に
說
明
す

る
こ
ど
が

出
來
ぬ

_

利
潤
論
の
反
面
は
地
代

S

代
論
の
反
而
は 

利

s

論
^
な

る
も
の
で

あ
ろ
。

V

力
ァ
ド
ォ
は

-
マ
ル
サ
ス

i

己
れ
自
身

S

の
行

#

の
態
鹿
を
比
較
し
て
、マ
ル
サ
ス
が
實
隞 

:§

の
細
目
に

^

は
れ
過
ぎ
る
こ
ヾ

」
を
言
ひ
、之
を
無
赧
し
て
杣
象
的
推

?1
を
行
ふ
自
已
の
方
法 

を
辯
謎
し
た
こ

VJ  

M

办
る
，。

:;
'

日
ぐ

「
避
し
予
が
餘
ぅ
に
理
論
的
で
お
る
な
ら
ば
一
予
は
摩
實
然
り 

5

信
中
る

)

、貴
下

は

麻

；り

に

實

際

的

で

_あ

る
ミ
思
.
ふノ.經
濟
學
上
に
於
て
は
非
常
に
多
鉍
の
結 

合
、非
常
に
多
數
の
作
用
原
因
が
存
す
る
か
ら
、凡
て
の
變
動
の

;J
]
l
因

..が

分

明

で

あ

り

誕

結

采

が 

適
當
に
評
檟
せ
ら
れ
て
ゐ
る

.」

ざ
が
確
實
な
る
に
あ
ら
ざ
る
限
り
#

定
の
學
說
を
辯
議
す
る 

爲
め
經
驗
に
訴

へ
る
？
い
ふ

.
：事
に
は
大

.
な
る
危
險

M

あ
る

」

ど(L
e
tte

rs  

to

 

M
a
lth

u
s.  p

.  

9
6
)
。

而
し 

て
其
杣
象
的
推
理
を

^1
め
る
に
當
つ
て
、謂
は
く
公
理

V」

し
て
リ
ヵ
ァ
ド
ォ
に
與
へ
、ら
れ
た
も 

の
は
，上
記
の
人
ロ
增
加
、土
地
收
榄
遞
減
及
び
利
潤
平
均
の
三
法
則
で
あ
つ
た
。
リ
力

r 

K
ォ
 

の

に

て

經

學

を

V」
：

幾

學

0

や 

>フ
に
し
て
說
い
た
シ

-
■
イ.
.
ニ.

才
r -.(jsrass.au

 

W
illia

m
..

-;|

择̂
5老遲
51
^

f
o
r

)

が
其

「

經
濟
學

」

中
に
經
濟
學
の
四
根
本
命
題

デ

j

レ
し
て

(

一)

各
人
：は

.
富
の
.
.
追
加
を
獲
祷
：す
る 

に

能

ふ
限
り
小
な

i

犠

牲

：
を
以
て

せ

ん
ヾ

」

欲

す
る
こ
ど
。

三

)

世
界
の
人
ロ
即
ち
世
界
に
住
む 

)

人
0
:
»

は
、道

徳

的

本

は

：肉

®

的

害

惡.
に
依
て
、若

.
し
ぐ
，は

習

性

上
住
民
斧
階
級
の
個
人
が
：必
迪 

ビ
す
'
る
當
の
不
足
の

^

®

に
依
て
の
み
制
限
さ
れ
る
こ
ヾ

」

。
{
S
勞
働
及
び
他
の
生
產
要
具
の 

力
は
、
其
生
產
物
を

「

再
に
'
生へ產：

Q

手
段

V」

し
て

用

ゐ
る
こ
ぐ
し
に
依
て
無
限
に
增
進
せ

.

し
め
#

る
 

.》

しV」

o 

(

四)

農

業

.
上

の技
術
同
一
な
る
場
合
に

は

、.
一
定
地
域
內
に
.於
て
投
せ
ら
れ
た
追
加
勞
働 

は

大

體
に
於
て
；ょ
り
少
な
き
比
例
的
收
猶
を
生

中

る
？
換
言
す
れ
ば
、投
せ
ら
れ
た
勞
働
の
埘 

加
ど
共
に

總

收

權
は
增
加
す

る
け
れ

ざも
，.

收
權
の

僧
.加
が
勞
働
の
.增加

.に

比
例
せ
ぬ
こ

ど

、

を 

擧
げ
た
の
は
、リ
力
：ア

:;
ド
ォ

; :
の
理
論
的
前
提
を
稍
々
趣
を
變
へ
て
、明
確

it
：
列
記
し

^ ;
も
の
-
i
n
 

ふ
へ
き
で
あ
る

o

• 

• 
. 
........

 

. 

' 

■ 
* 

‘ 
.. 

.

..
•

「

低
廉
な
る

_

物
檟
棬
の
資
本
和
潤
に
及
ぼ
す
影
響

」

に
於
て
は

#

で
は
稍
；々
降
に
.な
つ
て 

ゐ
る
地
代
論
が
詳
し
ぐ
說
か
れ

T

ゐ
る
。
地
代
ヾ

」

は「

土
地
の

# •
原
的
內
在
办

(o
rig

in
a

l  
a
n
c jin



h
e
re

n
t  

p
o

w
e
r-o

f  th
e

la
a

d
)

の
使
用
に
對
し
て
地

'
主

I：
與
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へ
る
報
：酬

U.
%

る

(w
o

rk
,  

p
.  
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m

ニ
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一
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邦
7

ヵ
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解
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第

二

铖

.
§
、

此
，意

味

に

於

け

る

：地

代

は

、リ
ヵ
ヘ
ァ
ド
ォ
に
*

れ
'
ば
、±

地

生

库

物

：
：の

價

値

總

額

か

6

生

產

费

を 

控

除

し

た

餘

剩

を

以

て

，
成

る

も

の

で
あ
る
。

さ
れ
ば

「

農
業

*

本.
のへ普

)

通

«

行
の
利
潤
«
及
び 

土.
地
，耕
作
に
屬
す

るT

切
支
出
の

Aa
計

が

全

：生
產
：額

士

相

均

し

き

場

：合
に
' 
は
，、何

等

の

也

代

あ 

る
こ
ど
な
ぐ
又
全
生
鹿
額
の
價
値
が
僅
に
耕
作
に
必
要
な

る
支
出
に
肖
し
き
場
合
に

は
、也
弋 

も
利
潤
も
あ
る
こ

V
J

な
き

J
は
當
然
で
め
る

(

I

を
.

*p
OO
M
C
O

例
，へ
ば
肥
沃
.な
土
地
の
豐
富
な 

r

し
い
國
で
或
人
が
土
地
に

♦

ず
る
資
本
は
小
麥

T
I

W
ク
ォ
タ
ァ
に
批
當
す
る

i

la
&>
*
あ
つ 

て
、其
一.

半
は
建

.
物
道

I
具
の
如
き
固
足
資
本
、一
半
は

.
流
"
動
蹩
本
か

.
ら
成
：り

立

つ

も

の

ど

し

'而
し 

で
兩
資
：本
を
償
つ
た
跡
に
猶
ほ
小
麥
ー
西
ク
ォ
へ
ァ

'
の
«

値
に
相
當
す
る
生
產
物
が

-
あ.
つ
た
. 

ざ
す
れ
ば
、資
本
所

.
有
者
に
對
す
る

•
純
利
潤
は
二
百
に
對
す
る

^

即
ち
.
五
割
た

.
る
、ベ

J

W

し
て 

斯
し
.
て

定
ま
つ
，た

_

此
利
_

率
は
、商

X

業
資
本
の

'
利
潤
を
定
め
る

0

教
し

«

間..
に
高
低
の
寒
：が 

ぁ
れ
ば
、

I

方
ょ
り
他
方
へ
の
資
本
移
動
が
起

.

る
か
ら
で
あ
る
。
資
本
及
び
人
ロ
が
增

-
殖
，し
て
、
 

位
®

の
便
又
は
地
味
の
劣
れ
る
土
地
を
耕
す
必
要
が
起
：れ
ば
、生
產
費
へ
耕
作
费

.
ヌ
，_
は_

*

$
 

は
增
加
す
る
。

假
に

'
此
增
加
が
小
麥
十
ク
ォ

•メ
ァ
の
價
値
に
相
當
す
る
も
の
ヾ

」

す
れ
ば
、前
と 

同
じ
收
稂
を
得
ん
が
爲
め
に
新
し
き
土
地
，

.
に.

投
#

ら
る
ベ

‘
き
資
.
本
^ :
W

+
、從
つ
て
資
本
ぐ
利
：潤…

I
I
I
P
I
r；

I

1

I
1
I

1

は
五
割
か
ら

一
j

百
十
に
對
す
る
九
十
、即
ち
四
割
三
、步
に
下
降
す
る
。

そ
こ
で
始
め
優
等
地
の 

耕
作
に
依
て
收
め
ら
れ
た
利
潤
は
、分
割
せ
ら
れ
て
、利
潤
、、

」

地
代

‘
、

」

に
な
る
？

此

«

合
に
は
>八 

十
六
ク
ォ
タ
ァ
が
利

'®
十

四

ク
ォ

タ
ァ
が
地
代
で

あ
る

o

資
本
人
ロ
が

M
に
增
補
し
て
、
一，
層

'
 

劣
等
な
る
土
地
が
耕
さ
れ

る

場
合
に
‘利
潤

の

0
に
下
降
し
、地
代
の

M
に
猻
貴
す
べ
き
は
說
明 

を
俟
た
ぬ
で
あ
、ら
ぅ
。

耕
作
を
劣
等
地
に
及
ぼ
す

i

に
依
て

「

地
代
は
前
に
耕
さ
れ
た
土
地
に 

生

t
ベ
ぐ
、且

つ

利
潤
が
下
落
す
る
、、

J

:i
E

に
同
 

一
，

Q
'

程
度
に
於
て
生
す
る
で
あ
ら
ぅ
し

(

?

新
に
劣
等
地
を
耕
さ
ず
に
、飯
耕
の
地
に
重
ね
て
資
本
.を
投
下
す
る
場
合
も
亦
た
同
様
で
あ
る 

9
 3

7
4
)
。

併
し
斯
く
地
代
は
新
な
^
富
又
は
收
入
の
創
造
で
は
な
く
て

*
利
測
の
削
減
に
依
て
發
ま
す 

る
も
の
，た士
い
ふ
說
似
、マ

ル
サ
ス
に
存
す
る
、地
；代
は

.
天
，1

に
因
る

#

剩
だ
_
へゝ」

い
ふ
忠
想
マ

」

麵 

容
れ
ね
。
タ
ヵ
ァ
ド
ォ

.は
マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
に

「

' S

要
な
る
幾
多
：の

»

創
的

.見
解

」

が
含
ま
れ 

て
ゐ
る
こ
：、

」

認
め
，充
分
之
を
推
重
し
て
居
る
に：拘
ら
す
、右
の
一
點

■
に：就
い
て
マ
ル
ナ
ス
の

# 

な
る
こ
ミ
を
カ
說
す
る
も
の
で
あ
る
。

マ

グ

サ
ス
は
地
代
發
生
の

'
原
因

i

し
て

(

一)

土
地
に
土 

地
翁
作

#

を
養
ふ
以
土
の
餘
剩
生
，淹

力

あ

る

，』

S
一一)

生
.活
必
需
ロ

ti
n
,は
其
自
體
に
對
す
る
需
架

第U

十I
f

 

(

.
七七.)
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'•
?
?
1
.汁
一
卷.

C
l

七
.
,A

)

邦
驛
リ
ヵ
ァ
ド
ォ
歷
細
解
©

S

1锁

H
へ 

を
造

：
-̂
-H
i

す
の

一性
質

為

る」

.V
ど
a
: ニ)

肥
^

な

る
土
地
の
此
較
的

0

少

な

■'
/>•こ
芒
の
一
二

っ

を
認
め
ぐ 

T

居
る
が
、其
中
で

.

そ
の
：特
に
重
き
を
措
ぐ
の
は
、前
ニ
渚
で
あ
る

(

H

^

an
d

 

p
r
ie

s
s

 

b
f  

R
tn

t  

p
.  

J
7

}
o

ン
マ
グ
ナ
ス
が

.
特
に

I
之
を
カ
說
す

^

の
は
、禆
代
を
以
て
土
地
へ
の
有
^
な
る
獨
占 

か
ら
生
す
る
も
の

^

爲
す
學
說
に

*

し
て
.
之
を
.
辯
謙
せ
ん
士
す
る
に
出
で
ゝ

K

る
。
即
ち
彼 

れ
は
地
代

.
が
決
し
て

「

»

ぅ
地
主
に
の
み

'
有
利

! -
し
て
、消

®

者
に
.は
比
例
的
に
有
害
な
る
價
値

の
移

f r
に
過
ぎ
ざ
，る

■
も
，の

』

で
は
な

' 
く
て

「

國
富
に

»

す
る
追
加

」 _
た

「

神
與
に
，係

る

至
'
貴
s
f
f
i
な

.

.

.

.

.

.

.
—

. 

.

|
る」

土
地
の
性
質
、即
ち
能
く
之
を
傭
す
に
必
要
な
る
所
以
上
の
人
を
養
ひ
得
る
の
性
質
を
明
示 

す
る
も

' 
の
1
た.
‘办
、「

寬
大
な
バ
る
瘫
理
の
賜

；

j

た
る
こ
士
を
一
力
說

‘
す
る
の
で
あ
る

(p
p

. 1
6,  

1
7
)
。

K
.

ダ

f

ス
ミ
ス..
がf

農
業
に
於
て
は
自
然
は

.
人
間
ざ

‘
共
に
，勞
作
す
る
。
而
し
て

K〔

自
然
の

〕

勞 

輯
は
何
等
の
出
费
を
要
せ
ぬ
け
れ

.
ざ
も
、其
生
產
物
は
最
も

‘不
靡
な
；る

.
勞
働
者
の
生
'淹
物
ふ
同 

«f
{r
價
値
を
有
す
る

 jv
」

い
つ
た
の
は

(w
e

a
lth

 

o
f  N

atio
n
s',  

e
d
.  

b
y

 •  c
a

n
n

s
:  v

o
l.  

I.  

p
.  

3
4

3

、钱
ら
ぐ 

フ
ィ
ジ
ォ
ク
ラ
ア
ト

'0
:
影
*,

に
歸
す
ベ

_

も
の
で
あ

.
ら
ぅ
。
此
；

,1
{3
11

は
マ
ル
サ
ス
に
繼
承
せ 

ら：-
れ〔

T

上
•■記

の
章
句
に

’
現
れ
.
て
居
る
.ノ

 
,
リ
力
ァ
ド
ォ
の
地
代

0

は
，フ
ィ
ジ
ォ

ク 

> 
ァ
ト
©
想 

の...否
定
：を

.

®
味
す
る

' 
も
の
て

.
あ
s
 
o
 

^
 

 ̂L-FLk,

H
.

iu.—
 ̂

1

K
K
U
1
* 

>

同
時
に
此
地
代
論
は
、横
袼

i

地
代

V
J

の
關
係
に
關
す
る
ァ
ダ
ム

•
ス
、、、
ス

の

學

說

を

否

定

す 

る
も
の
で
あ
る
。

ァ
ダ
ム
•ス
ミ
ス
は
、別
の
處
で
は
別
の
說
を
述
ベ
て
ゐ
る
が
、其
摘
袼
論
に
於 

.
て
は
、地
代
が
«
格
の
#
成
要
素

^
' !
)
'
、地
代
の
高
下
は
價

#

の
高
下
を

.
左
右
す
る
も
の
ヾ

」

說
い 

一
て
届
る
。
.
然
る
.
に

リ

力
：
r

ド
I
ォ
に
出
れ
ば
、

I

般
の
貨
物
士
同
じ

ぐ
、穀
物
の

「

交
換
檟
値
は
究
周 

其
生
産
の
難
.易
の
左
右
す
る
所

」

で
あ
る
か
ら
、劣
等

_

の.
.
餅
作
が
必
袈

i

な
'る
に
從
っ
て
穀
物 

Q

領
値
は
騰
貴
す
る
が
、一

.

の：土
地
の
地
代
は
.其
土
地
の
純
收
獲

(

總
收
獲
か
ら
賃
维
を
控
除
し 

た
餘
.
剩
？
最
終
に
耕

.
さ
れ
た

'
土
地
の
純
收
櫻

i

の
差
：額

♦か
即
ち
そ
れ
で
あ
っ
て
、而
し
て
«
終 

M
の
純
收

_

が
投

#

ら
れ
た
資
本
の
利
澗
だ
士
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら

•
最
終
#

は
利
澗
の
み
を 

生
じ
て
地
代
を
生
せ
ず
、

^

.
物
檟
格
の
騰
貴
ミ
い
ふ
こ
ふ
に
對
し
て
，、_
代
は
其
原
因
ど
な
っ
て 

は
：居
ら
ぬ
の
で

'
あ
る
。
故
に
サ
力

-

ァ
ド
ォ

0
學
.
說
，を

'
以
て
す
れ

.
ば
、地
：代
が
：
«

格
«

成
要
：素
を 

な
す

V」

い
ひ

(v
^

s
lth

 

o
f  

N
a

t
ii'v

o
l.

‘ J
'
p
p
.

 

5
1
1
2,  

5
7
,  

5
9
)

又
食
物
の
生

: *
に
充
て
ら
る
、
土
，她 

は
’必
^
賃
顧
利
潤
以
上

U

地
代
た
る
ベ
き
餘
剩

^

生
す
る

S

い
ふ

(
p
p
.」

令

vS
ア
ダ
ム
•
ス
ミ

ス
 

の
難
は
、共
に
許
し

»

い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「

低
廉
な
る
毂
物
價
格
靜
の
中
で
は
、米
だ 

ァ：.
ダ
ム
•
メ
ミ
ス
に
對
し
て
梆
鄭

ミ
い
ふ

®

の：批
へ
評
は
加
へ
て
ね

^

い
が
、リ
 
>
 

ァ

ド

ォ

の

地

，代
へ 

•
f
ニ
屮I.

卷

a

七
九)

：
邦
譯
”
ヵ
ァ
，ド.
す

旅

論

解

題

m

l

s

:

三
九.
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(

.
1
X
0)

雞

9
カ
ナ
ド
ォ
原
論
解
題 

5

1

S

.論

が

當

然

ス

ミ

ス

の
«

代
論

0

重
要
部
分
を
複
へ
す

'
べ
き
も
の
な
る

こ
く
レ't

t

、te
に
此
處

.
:

> i 

え
て
ゐ

る
の
で

あ
るo

■.
 

I 

-
- 

' 

- 

'
'
-
'

.
:

■*
記
：の
如
く
地
代
：は
新
な
る
收
入
の
創
へ
造
で
な
ぐ
て
、飾
に
造
り
出
さ
れ
た
收
入
の
一
部
分 

に
外
な
ら
ぬ
も
の

i

す

れ

ば

、地

主

の

利

害

は

：爾

餘

諸

，階

級

の

利

害
.
年

衝

突

す

る
S

い

ふ

結

論 

が
#

す
'る
。「

爾

餘

Q

著

は

皆

な

食

料

獲

猶

の
'低
*

な

，：る
，
こ

ど

に

依

；
つ
：
て

大

:
に

利

益

す

る

も

の
 

’で
あ
る
の

i

地
主
の
狀

1 ,
は
終
に
食
物
の
稀
少
不
廉

^

る
：時
ほ
ざ
繁
榮
な
る

V』

i

は
な
い

」

の 

.で

ォ

る

V》

V2
0

し
タ
力
，ア
ド
ォ

は
、社

#
の
發
達
に
述
れ
て
^

然
に
地
代
が
騰
銳 

し
ぎ

5

下
落
す

f

に
は

M

對
し
て
ゐ

.
な
い
。

.
彼
れ

が
逍
f

す
る
の
は

、i

 
S

营
 

■•
^

爲
手
段
に
侬
て
地
主
の

^
«

が
偏
軍
さ
れ
る

M
J

で
あ
る

o

但
し
此

.
場
/
合
ソ
カ
ア
ド
ォ

ダ
ベ
 

:
:

知
1

の
間
直
ち
に
資
本
家
着
級
の
利

«

を
以

'
て
社
會
其
者
の
利
*
ビ
爲
す
の
嫌
あ
る
こ
せ 

:

:

'

は
态
定
す

V

か
參
る
所
で
，あ
る
。

リ
カ
ア
ド
ォ
は
穀
物
の
低
廉
を
蟹
ま
し
い
こ
士
、
し
て 

ゐ
名
力

•
そ
ォ
力

0

ま
し
し
の
は
質
鈒
を
下
落
せ
し

.
め
る
か
、
>

で
あ
る
。
故
に
長
時
間
に
就
い 

て
見
れ
は
勞
働
者
の
利
害
は
食
物
生
產
の
難

.
為
如
何
に

由
..

て
殆
ざ
得
喪
す
る
所
が
な
い

」

、

」

謂 

\

て
女
し

.

.

.
さ
う
す
る
ど
彼
れ
か
地
主
の
利

-w
立
せ
し
め
る
社
會
全
體
の
利
寄
な
る
も

の
は

I s-,

竟
賛
本
家
階

'級

の

利

害

に

外

な

、ら

ぬ

こV
:

に
な
る
。
然
ら
ば
何
故
に
地
主
ょ
り
も
資 

本
家
階
級
の
利

®

を
#

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か

i

い
へ
ば
、彼
れ
は
羅
を
證
明
を
要
せ
ぬ
•當 

然

自

明

：の

事

マ

」

解
す
る
も
の

N

如
く
、此
階
級
の
繁
榮

«

資
本
.
の#稷生産的產業の獎働
 

W

に
導
，く

 

W

い
ふ
意
味
な
る
や
に
解
せ
ら
る
、
言
あ
る

(P
.  

3
00
00
、
外

に

は

、
幾V

31
:

說
明

V
J

目
す 

V

き
も
の
が
な
い

o

此
點
彼
れ
は
、社

#

^

體
の
利
害
を

_

刺
斷
す
，る
に
株
式
仲
買
の
目
を
以
て 

し
^

V
J

■い
ふ
批

「

評
を

*
恐
、b

ぐ
冤
れ

.
難
き
も
の

'で
あ
ら
ぅ
。

-
, 

. 

'

•

;.

'
 

. 

.

「

低
廉
な
る
穀
物
價

.格
論

」

に
對

.す
る

.
友
人
等
の

.
批
：評
は
、リ
力
ァ
ド
ォ
を
し
.て
經
濟
似
論
の
著 

述
.を
思
ひ
立
た
し
め
た
。
タ
ヵ
ァ
ド
ォ
が

^

^

詳
細
に
其
意
見
を
說

fl
;

J
し
な
か
つ
た
の
で
、ニ
 

三
の
人
々
が
之
を
了
解
し
な
か
つ
た
こ
ビ
、ジ
エ
エ
ム
ス
丨
、ル
が
彼
れ

{:
«

め
て

4
當
初
か
ら
一 

層
群
か
に
其
說
明
を
企

‘
て
さ
せ
ょ
ぅ

-
V

試
■
み
て
ゐ
ろ

」

こ
*、

」

を
、，リ
ヵ
ァ
ド
ォ
は

I

八
一
五
年
八 

月

十

./
\

日
附
の
セ
エ

Q
l
 

B
a
p
trte

 

s
a
y
)

宛
て
書
簡
中
に
言
，つ
て
居
る
.。
や
が
て
彼
れ
は
此
勸 

雛
に
從

0

て
著
述
に
志
し
た

◊

一
 

八

」

六
年
の

'
春
.
の、マ

,

f

ス
宛
て
窗
簡
は
、業
務
の
爲
め
に 

執
筆
の
妨
げ
ら
れ
る
こ
ど
頻
繁
な
る

こ
，
を
嘆
，じ
て
居
る
。
二
八
一
ム
ハ
年

㈣

月
こ
十
凼
日
附

.

節U

十一

卷

(
1
八
一

)
.

卯

闢

リ

ヵ

ァ

ド

方

原

論

解

題
m
v
l

敏 

四I



笫
二
十一

能

(I.

八
ニ)

：
瞿

1

ア
ド
す
放
馨
輝
 

.
缺

ニ

號

四

ニ
 

及

：
び.
同
五
_ 
n
n

1
1

十
八
口
附
マ
ル
サ
ス
宛
書

f i)

。
文
章
は
タ
ヵ
ア
ド
ォ
の
長
技
で
な
い
。
外
し 

被
れ
は
勉

®

しニし

'
此
围
雛
に
打
克
つ
た
。

' 

一
八

1

七
年
三
月
九

-0
附
の

0

0

に
は
礤
_
其
者 

;(
:
:
就
し
て
は
何
煢
の
懸
念
を
持
た
ぬ

」

ぐ」

言
つ
て

.®
る
0

而
し
て
一
一
月
末
に
は
印
刷
は

-
脒
に

0

 

手
^

ぶ
れ

X

ゐ
た
。

®

後
の
似
稿
は
三

.
月
末
に
印
刷
漭
の
手
に
交
附
せ
ら
れ
た
も
の
ら
し
い 

(L
e
tte

rs  

to

 

M
a

f

, 

p
p

,:,3
.2

,  
1
3
4
)
。

翌
月

「

經
濟
學
及
び
租
税
原
理

」

は
公
刊
せ
、

b

れ
た
、

2

標 

題
を
記
せ
ば

〇a th
e  

p
n

n
c
u

e
s  

o
fw

O
Iitica

lw
co

n
o

m
y

 
an

d

 

T
a
x
a
tio

n
.  

B
y

 

D
a
v
id

 

R
ica

rd
o

 

E
sq

.

出
版
者
は
備
敦
ジ
マ
ア
レ

.

工
Q
。ぎ

M
u

rra
y

)

で
あ
る
。
本
文
は
組
方
粗
な
る
デ
マ
ィ

A

折 

版
五

■
八
九

M

に
序
文

.
四
M

索
引
一
三
页
が
添
附
せ
ら
れ
た
。

:

外
而

(■
:

现
れ
た

0

M

の
上
か
ら
免
て
>
、此
著
述
が
系
缺
的
準
備
を
沿
て
着
手
せ
ら
れ
、充
分 

の
«

敲
を
經
て
公
に
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ

^

は
明
で
あ
る
。
稍
々
極
言
す

ル
ば
，リ
力 

ア
卜

3

は
其

Ay

想
を
，ば，偶
々
其
⑨
腦
裡
に
浮
ん
だ
順
序
に
促
ベ
て
之
を
筆
に
し
た
か
ヾ

」

M

は 

れ
る
程

：

で
あ
る
。，

.

論
述
の
無
秩
序
で
あ
る
と
は
、例
へ
ば
、彼
れ

Q

價
値

'論
；は
、

「

價

値

宵

然

«

袼
及 

び

市

萝

檟

格
/
價
r

ぞ.
寧

5
:

興
差
別
的
性
質

」

及
び

: «
0

供

給
の
®

格

ボ

及

ぼ

す

影

響」

を
.論
ダ

~

^
1
- 

I-' 

fthu.
 

n
” 

S-
-
L 

.
-
. 

f
e
. 

■这 

^
,

權结機
：？

識が请
,m 

益走-y
M
額
J
、
-
f

る
諸
章
に
說
か
れ
て
ぁ
る
の
に
、其
の
諸
章
が
第
一
章
、第
四
章
、第
十
八
章
、第
二
十
八
声
に
置
か

' 

れ
て
ゐ

'■
':る
の
を
览
て
•椎
察

す

る

と

が
出
來

る
。
.
同
髓
.に

1-
1
L
代

論

は

第

一

ー

第

三

兩

章
デ
ニ

ア

タ

ム

，
 

ス.
ミ
.ス

の

地
代

論
を
評
す
る
第

 
一.，一

;+
一一
#
、
マ
,

サ
ス
ヾ
の
埤

代

論
を
評
す
る
第

一
一
十

九

寧
に
說 

か
れ
、利

®
/

第

五

章

‘
に
、說
明
せ

6

れ

て
#

賴
の
利

_

及
び
利
子
に

' *
ぼ
す
影
響
が

第

十
九 

萆
に
論
世

ふ
れ
、辨
八

.
乃
至
第
十
六
？

趣
續
し
て
祖

.
稅
を
論
ず
る
か

，一レ思
へ

ば
、富

國

及
び
贫 

调
に

M

W

る
金
、穀
物
及
び
勞
働
の
比
較
傯

«

」

、

」

，«

喪
供
給
の
影
響
、、

」

を
論
ず
る
第
一
一
十
六
、第 

U

ホ

八

兩

，章
の
'
間
に
、生
®
考
に
依
て
納
附
せ
ら
る

 

>

租
稅
が
論
せ
ら
れ
て

:®
る
。
推
敲
の
不 

充
：‘
分〗

に
0

い
て
は

©
»

用
語
の
不
嚴
密
食
問
は
ぬ

i

V L
て
も
、第
五
寧
ぐ
第

A

®
€

が

.
各

タ

ー

一 

つ
P

る

の

一

、
事

：
がte
に
，束

分

之

を

暴

露

し

て

ゐ
‘
る
，i

は

第

一

一

版

に
.*
re
改
め
ら
れ
た

)

，
古
今

.■ 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

• 

.

.

.

.

. 

• 

I

の
':
經
'濟
-學.：

费

中

理
#

»

?

:L
T

最
高
地
，位.
を
'許

:§
れ

て

ゐ

る
リ

力

ア
っ
ド
ォ
の
原
論
は
、體
：裁
上 

に
，
は
；斯

.0
:
如
ネ
舉
點
を
有
す

^
、著

#

で.
ぁ
る

;0
:

，
.

：

ン

 

;

然
ら
ば

C

容
は
如

㈣

。
前

述

,0
,
如
ぐ
、リ
カ
ア
ド

.
ォ，が

.，經

.濟
學

.
の
由

_

問
：題

ビ
み
す

も

の
は
、
 

分
配
'理
論
の
確
立
で
ぁ
る
：
而

.-
L

て
典

®

に
,

し
て

: ^

、リ
タ
ア
ド
ォ

.
Q

«
‘見
は

「

穀
.
物
.價
格
：き 

著
作

0

持
知
に
定

0
.

H

ゐ
て

、

吾
々
に
見
え
る
限

’
り
に
於
て
は
、其
、時
^
來
何
等
の
渐
な
る
疑

[/
1
]'

節
ニ
十

一

卷
‘ 

C
I

八
三)

.

邦
譯
リ
カ
ア
ド
ォ
拟
論
解
題 

s
i
 

四
三
'



m

一
 
l

i
卷

C

一
 

ペS
D

邦
諸
リ
ヵ
ア
ド
i
旅
論
,̂
題. 

rノニ 

U
.
-
J
.

に
は
逢

「
著
し
て
居
ら
ぬ
。：
ソ
力
ア
ド
ォ
は
引
續
き

.
マ
ル
サ

J

S

S

中
に

2

を
戦
：は
 

せ
た
？

ヵ
ァ
ド
ォ
は
其
持
說
を
繰
返
し
て

「

予
«

信
.す
る
、利
潤
は

«

銀
如
，何
に
由
て
定
ま
る 

も
の
で
あ
る

…
.」
。「

：
•
.利
澜
は
賃
銀
下
落
す
る
場
合
に

®

貴
す
る
で
あ

£
 

5
。
而
し
て
貸

K 

:

■

下
落
の
主
要
原
因
の
一
は

•低
廉
な

-
,る
食
物
並
に
必
需
品
で
あ
る
か
：ら

^

產
の
便
易
、即
ち
低
廉 

な
る
食

.物
及

.び
必
需

.
品
ビ
共
に
、恐
ら
ぐ

.利
潤
は
騰
貴
す
る
で
あ
ら
ぅ

」

ぎ

I

 

s

)

o「
…

‘地 

代
は
當
の
創
造
で
な
ぐ
て
移
轉
で
あ
る
。

そ
れ
は

.地
代
が
高
.價
格
の
原
因
で
な
ぐ
て
結
艰
た 

'/
て
芒
の
必
然
ギ
叙
果

.
で
あ
る

j

こ
ど
を
主
張
し
た
の
で
あ
る

: ?

ヒ
00)

。

r

原
論

」

中
に

4

か

I

こ

;

含

 

ど
の
間
に
は
着
密
の
差
が
あ
る

「

：
:
許
：り
で
あ
る
。
獨
>

旅
論
著
作
に
際
し
て
新
に
ジ
力
ア
ド
ォ
を
惱
ま
し
た
も
の
は
、横
値
論
.で
 

■
あ
つ
た
。
此
問
題
に
就
：い'て
似
ゾ
力
ア
ド
ォ
は
自
家
の
舊
說
の
支
持
す
ベ
か
ら
ざ
る
こ
ど
を

K
 

^
 

 ̂

- 

A
 

!_

六
年
十

|

日
、彼
れ
は
マ
ル
サ 

:

.

ス
に
吿
げ

て
日
<

、

「

予」

は
：其
に
關
す
る
予
の
從
來
の
觀
念
が
疋
し
ぐ
な
か
つ
た
爲
め
に
、«
袼
及

知
れ
ぬ

'0
そ
れ
は
予
が
豫
想
せ

.
る
一
切
の
意
想

V」

殊
な
る

結
，論
に
導
ぐ
か
、

b
で
あ
る
，

予
は

屋

歷

懸

勝

，
議

 

麗
 
|
1
_

予
自
身
を
滿
足
せ
し
む

' 
る
に

過
ぎ
ぬ
迄
も
、

予

の
理
論
に

1

M
せ

る
形
態
♦か
附
與

せ
ら
る
、

迄 

研
究
を
續
け

る
つ
も

V

で
あ

るJVJ( Letters 

to

 

M
a  

一̂
c
s
. 

p. 

1
20)。

此「

研
涉
の
結
¥
が
原
論
第

一

章

の

檟
値
論

ど
な
.っ

た

リ
カ
ァ
ド
ォ
の

®

値
論
は
、ァ
ダ

ム

“

ス

ミ

ス，か
ら
出
發
し
て
屈
る
°

ス
ミ
ス
に
從
つ
て
リ
カ

ァ
：ド
ォ
も
使
用
櫝
俥
即
ふ
效
用

ビ
交

®
ff
l

傅
即
，

ち

一
物
の
他
.物
を
賭
質
す

る

力
ご

を

®
別
し 

た
，

I

物
が
交
換
檟
他
を
有
す

る
-爲
め

に
は
、效
用
贫
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
琴
は
勿
論
で

ぁ
る 

が
’事
«

上
效

'
用

i

交
換
摘

f t
ど
は
必
し
も
並
行
せ
ぬ

.

か
ら
、前

'
考
は

'
後
者
の
尺

•
度
に
は
な
ら
ぬ
。

如

力
ア
ド
オ

は
貨
物
を
大

M
.
し

て
•一
 
一
®
類
ビ

す
：
る
，

A

力
を

«
て
其
存
：在
量
を
增
加
す

る 

こ
ど
能
は

ざ
る
も
の

■ど
、入
の
努
力
に
依
て

^
量

を

#
.
減

し

#

べ「

、fi
o
3t
:

_

0上
に

無
制

「

限 

な
'
る
競
爭
の
行
は
る
、
も

0

ミ
が
そ
•れ

で
ぁ

6
。
«

萆
に
ゾ
ぁ
' 
っ
で
.
は
、.傾
«

の
源
泉
は
其
.稀
少 

性
-で
ぁ

る
。

骨
^

品
、稀

«

書
、古
錢

»

造
：高
に
限

6

ぁ
る
特
殊

の
菊
萄
酒
の

«

‘値
の
如

.
_

は
、是
：
 

に

由
て

說
明
さ
れ
る
。
併
し

m
常
資
質
せ
ら
る

a

貨
物
の
大
部
分
は
、後
者

.
に
1
す
る
も
の
：
で 

ぁ
る
：。
此
種

9

貨
物
の
倒

値
は
、
そ
の
生
產
上

{:
投(

入
せ
ら

'
る
、癌
働

f t
が

之

を

決

ず

る

.。「

社 

邻
二
十一 .

溜

(
一

八五
： }

邦
譯
9
力
ァ
ド
ォ
經I:

解
題 

§

ー
趴 

四
芄



奶
ニ
十一

卷

(

一八六

)

.

I

リ
カ
ア
ド
ォ
經
1
蜇
 

J

號

年

、

會
發
達
の
初
姒
に
於
て
は
、！

n

疋，
の
貨
物
の
交
換

.
價
値
、即
ち
交
換

-
上
パ
ー
貨
物
：の
幾
許
が
他
の
货 

物
に
對
し
て
與
へ
ら
る
ベ
き
か
を
決
定
す
る
規
則
は
ニ
に
其
の
を
山
に
费
さ
れ
た
比
較

.
；

g

努 

働

最

に

由

て

定

ま

：る」

？

ぁ
るc

s
n

c
ip

le
s
.  

is
t  e

d

 

p
.  

3)

。

其

生

產

に

要

せ

ら

る

'、
勞

働

僅

が

增 

如
す
れ
は
、其
貨
物
の
交
換

®

値
は
騰
貴
し
、そ
れ
が
減
，少
す
れ
ば
、交
：換
價

« :
'

は_

少
す

‘る
9
:虹 

し

リ

力

ア

ド

ォ

の

所

，謂「

f

れ

た

勞

働
/
,

せ

ら

れ

だ

勞

働」

忍
要
な
一
る
勞
働」

は
、蕾

に

一

物

’の 

生
灌
に

.
直
接
投
入
ぜ
ら
る

>

勞
働
の
み

^

な

く

畔

資

本

、即
ち
生
蹲
用
具
の
生

*

じ
役

# ' 

ら
れ
た
勞
働
を
も
含
む
の
で
あ
る

)

例
へ
ば
、海

_

の
獵
獾

( :
擎
さ
ギ
た
勞
爾
ご
い
へ
ば
、獵
具 

の
製
作
に
費
さ
れ
た
勞
働
量
を
も
其
中
に

/N
t-
l
む
の
で

'
あ
る
。
又

«

姐
が
此
意

‘张
の
费

5
?
努

1 

.
に
山
：て
決
せ
ら
る
、

4

は
、資
本

(

機
械
道
具
原
料
等

)

の
使
用

*

ビ
其
'所
有
赉
ど
が
同
一
人
な
る 

:̂
:
杏

S

に

出

て

も

、又
，生
it
:
物
が
利
潤
及
び
賃
銀
ど
し
で
資
本
家
ギ
勞
働
者
マ

」

の
問
に
如
何
な 

る

比

秒

を

以

て

分

配

せ

，ら
る
:\
か
に
.
由
て
も
影
響
せ
ら
る
、
も
の
で

.
は
な
い
。
蓋
し
資
本
利 

相
又
は

«

銀

率

の

高

低

は

、各

極

產

攀

：(1
:

费
し
て
均
笠
の
作
用
を
加
へ
る
か
ら

‘
で
あ
る

9

〗

s

。
 

へ

ア

タ

ム

ニ

ミ

ス

：，も
、源
始_

會

：に
於
て.
：は
、生

產

上

に

费

さ

れ

た

勞

働

が

交

換

價

値

決

定

の

「

J t

た
後
の
紙
會
に
於
て

：

は
、一，貨
物
の
交
換
檟
値
は

*
其
生
逾
に
參
加
し
た
勞
働
、土
地
，及
び
資
本
に 

對
す
る
平
均
賃
銀
、平
均
地
代
及
び
平
^
利
潤
の
合
計
に
山
て
決
せ
ら
れ

rl
i

»
に
於
け
る
现
實

.

ぐ
.

：
 

'

價
格
：は
此
の
合
計

_

を
引
；カ

中
心
ど
し
て
廻
轉
し
、而
し
て
斯
く
し
て
決
定
せ
ら
る
、
®
値
を 

測
定
す
ベ
き
最
苠
尺

.
度
は
、
.其
：貨
物
マ

」

交

換

せ

ら

る

、
勞
働

M

で

あ
る

- 
.ぃ
ふ
の

が
、
ス
ミ
ス
の 

意
見
で
あ
つ
た
。

リ
カ
：ア
ド
ォ
は
ス
ミ
ス
の
說
を
以
て

」

W

を
缺
ぐ

V」

な
す
も
の
で
あ
る
。
 

「

货

物
の
现
在
又
は
‘過
去
の

相
對
價
姐
を
決
す
る
も
：の
は
、勞
働
が
生
產
す
べ
き
貨
物
の
比
較
的 

數
*

で
，あ
つ
て
，勞
働
者
が
そ
の
勞
働
ビ
交
換
し
て
收
め
る
貨

_

の
，比
較
的
數
摄
で
は
な

.ぃ」

士 

い
ふ
の
で
あ
る

(

%
• 11

^

::

然
る
に
、

一

物
‘
の
交
換
櫚
値
が
典
生
産
に
必
要
な
勞
働
最
に
依
て
取
定
さ
れ
る
ど
ぃ
ふ
こ
ど 

力
ア
ド
ォ
は
脒
に
前
か
ら
主
版
し
て

M

る
。：「

盛
物
谓
格
鞔
の
一
節
に
、彼

れ

は

斯

う

B

つ
 

て
居
，る

C

「

一
切
貨
物
の
交
換
價
値
は
、其
生
產
の
困
難
が

i t

大
す
る

.
に.從
っ
て
騰
貴
す
る

o

さ 

れ
ば
、ょ
う
多
く
の
勞
働
が
必

®

ど
な
る
こ

S

か
ら
穀
物
の
生
産
上
に
新
し
ぃ
闽
難
が
生
じ

'

方
金
、銀
，羅
紗
、麻
布
等
の
生
途
に
要
せ
ら
る
，ゝ
勞
働
は
增
加
し
な
け
れ
ば
®
等
の
も
の
に
比
較 

し
て
の
齡
物
の
交
換
檟
做
は
、必
然
騰
貴
す
る
で
あ
ら
う
。

反
對
を
穀
啤

*

し
ぐ
は
、®
類
の
如

第
二
十

S
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八七
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邦
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か
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s
t

f
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第二十

一

怨

(

一
八
八)

，

邦
譯
彳
力
ァ
ド
す
原
論
解
題 

S

一號

何
を
問
は
す
、或
る
他
の
貨
物

-
の
生
產
が
容
易

V
J

な
つ

て
、_

一
 

生.
產
物
を
む
い
少
な
&
勞
働
を

以
て
給
す

6

こ

士
を
得
る
に

M

れ
ば
其
交
換
價
値
は
下
落
す
る
で
あ
ら

■う
'。

.

.

.
苟

も
^

-^
.

が
其
の
效
艰
を
完
全
に
發

# :

す
る
こ
ど
を
得
て

*

嵇
の
侦
萄
酒
の
場
合
に
於
け
る
が
如
，
、貨 

物
.の
生
產
が
自
然
に
依
て

'
制
限
せ
ら
る

、

こ
i

な
.
き
處
に
於
で
は
、其
一
生
產
の
難
易
は
、究
屈
其 

交
換
價
値
を
左
右
す
る
で
あ
ら
う

」
(

ミ
。
^3、

V 3
7
7
)
。

此

說

と
前
記

「

原
論

」

中
の
價
値
論

S

は 

一
& .
す
る
。

然
る
に
、

1

力
ァ
ド
ォ
は

f t
の「 P

吻
價
格 

論J

公
刊
後
に
於
て
價
値
及
び

®

格
の
雛
叫

0

に
逢

*

し
、其
の
前
日
の

0

^
謬
つ
て
ゐ
た
こ
ミ 

を
自
ら
認
め
て
：

H
5

る
こ

s
d
前
記
の

.
通
り
で
あ
る

(

一' 
八

一
六
年
十
月
五
日
附
書
.®
。
见
し
て 

'
此
通
り
で

ぁ

る

な
ら
ば

T

原
論

」

の
價
値
論

ビ「
穀
物

®

格

論

値

論

：

i

の
間

に

，
は
理
論

上

相
.容 

れ
ぬ
他
：所
が
な
ぐ
て
は
な
ら
ぬ
普
で
あ
る
。
雨
し

T

實
際
そ
れ
は
あ
る
。

原

^

中

の

廣

A 

.
の
«

Q

後
半
に
於
て
、生
産
上
嫂
さ
れ
た
勞
働
最
の
增
減
以
外
賃
銀
の
騰
落
も
亦
た
貨
物
の
交 

換
價
値
に
影
響
す
る
，，

)

と
を
認

•

た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
併
し
此
の
賃
銀
率
の
變
動

.
ょ一
Ky
貨. 

物
交
換
價
値
に
變
動
を
生
ず
る
の
ゆ
，諸
貨
物
の
生
產
上
に
用

0
ら

る.

、
固

^

資
ホ

_

消
粍
品

)  

流
動
資
本

(

消
耗
品

)

ふ
の
比
率
に
興
同
.あ
る
か
、成
は
固
定
資
本
の

'"
耐
久
.力
に
異
同
あ
る
場
命
の

事.
で,

あ
る
。
.

’1
0;く T

そ；の：生
產

.
よ
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